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行
細
則
第
四
৚
第
二
項
に
よ
る
特

ྫ
理
事
に
就
任
い
た
だ
く
こ
と
を

提
案
し
た
。
審
議
の
結
果
、
承
認

さ
れ
た
。

　

続
い
て
福
ౡ
事
務
局
長
が
、
令

和
二
年
度
の
私
学
関
係
政
府
予
算

֓
算
要
求
へ
の
対
応
に
つ
い
て
説

明
。
文
科
省
に
は
、
経
常
අ
助
成

අ
ิ
助
金
の
֦
充
を
は
じ
め
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
や
私
立
高
等
学

校
等
施
設
の
଱
਒
化
等
に
対
す
る

ิ
助
の
֦
充
ڧ
化
な
ど
を
要
望
す

る
方
向
で
、
要
望
書
（
案
）
を
次

回
の
常
任
理
事
会
で
示
す
と
報
告

し
た
。

局
修
学
支
援
̥
Ｔ
の
ࣰ
田
ஐ
ࢤ
チ

ー
ム
リ
ー
ダ
ー
か
ら
二
〇
二
〇
年

度
よ
り
֦
充
予
定
の
「
高
等
学
校

等
就
学
支
援
金
制
度
」
の
֓
要
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
ࣰ
田
チ

ー
ム
リ
ー
ダ
ー
は
「
制
度
改
正
に

向
け
た
作
業
を
現
在
進
め
て
お

り
、
֓
算
要
求
に
向
け
て
財
務
省

と
も
調
整
中
で
あ
る
。
支
援
世
帯

の
年
収
目
安
は
五
百
九
十
万
円
未

満
で
、
支
給
金
上
限
額
は
私
立

高
校
の
平
ۉ
授
業
料
を
צ
案
し

四
十
万
円
ほ
ど
に
引
き
上
げ
る
方

向
だ
」
と
説
明
し
た
。

　

は
じ
め
に
福
ౡ
事
務
局
長
が
、

平
成
三
十
年
度
末
に
、
九
भ
地
区

選
出
の
新
田
光
೭
助
෭
会
長
が
福

岡
県
私
学
協
会
長
を
退
任
し
た
こ

と
を
報
告
。
九
भ
地
区
で
の
協
議

に
基
づ
き
、
新
田
෭
会
長
に
は
今

期
末（
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
）

ま
で
九
भ
地
区
選
出
の
෭
会
長
と

し
て
就
任
い
た
だ
き
、
ซ
せ
て
施

生
実
行
会
議
第
十
一
次
提
言
に
つ

い
て
説
明
し
、「
国
は
通
信
制
課

程
の
実
態
を
೺
Ѳ
し
、
そ
の
在
り

方
を
見
直
す
と
し
て
い
る
が
、
そ

も
そ
も
通
学
型
や
全
日
型
が
あ
る

時
点
で
通
信
制
課
程
と
は
言
え
な

い
」
と
指
摘
。
通
信
制
課
程
に
つ

い
て
は
、
根
底
か
ら
制
度
の
在
り

方
を
見
直
す
べ
き
だ
と
ड़
べ
た
。

　

こ
の
日
は
、
日
本
私
学
教
育
研

究
所
の
中
川
所
長
か
ら
今
年
度
の

教
員
免
許
状
更
新
講
習
等
の
実
施

内
容
に
つ
い
て
案
内
が
あ
っ
た
ほ

か
、
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育

う
よ
う
な
事
ྫ
が
み
ら
れ
る
が
、

こ
れ
は
、
本
来
の
学
校
教
育
の
在

り
方
か
ら
は
ҳ
脱
し
て
い
る
」
と

語
っ
た
。

　

こ
の
日
の
常
任
理
事
会
の
議
題

は
、
令
和
元
年
度
役
員
人
事
、
令

和
二
年
度
私
学
関
係
政
府
予
算
֓

算
要
求
へ
の
対
応
、
部
会
・
委
員

会
報
告
等
。

Ｉ
̙
の
申
੥
が
今
年
の
十
一
月
か

ら
開
始
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
多
く
の
大
学
や
試
験
団
体
が

۩
体
的
な
実
施
内
容
や
ス
έ
ジ
ュ

ー
ル
等
を
明
ら
か
に
し
て
い
な

い
。
こ
う
し
た
現
状
を
ଧ
開
し
、

高
校
生
を
『
໎
子
』
に
し
な
い
た

め
に
も
、
柴
山
文
科
大
臣
に
は
各

大
学
や
試
験
団
体
に
۩
体
的
な
実

施
方
針
等
を
早
急
に
示
す
よ
う
指

示
し
て
も
ら
い
た
い
」と
話
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
吉
田
会
長
が
教
育
再

　

部
会
・
委
員
会
報
告
で
は
、
吉

田
会
長
が
会
議
終
ྃ
後
に
柴
山
文

科
大
臣
と
໘
会
し
、
共
通
テ
ス
ト

に
お
け
る
英
語
の
四
技
能
試
験
に

つ
い
て
要
望
を
行
う
と
報
告
し

た
。
吉
田
会
長
は
「
英
語
の
民
間

検
定
試
験
の
受
検
に
必
要
な
共
通

に
着
け
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
通
信
制
高
校
の
中
に
は
、
生

徒
は
学
校
に
੶
を
置
く
の
み
で
、

受
験
対
策
な
ど
の
学
習
は
क़
で
行

用
方
法
を
、
試
験
実
施
団
体
は
実

施
ス
έ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
早
急
に
明

ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

国
は
二
〇
二
四
年
度
以
߱
、
二
技

能
し
か
評
価
し
な
い
共
通
テ
ス
ト

の
英
語
を
ഇ
止
し
、
四
技
能
を
評

価
す
る
民
間
検
定
試
験
に
一
本
化

す
べ
き
で
あ
る
」
と
ड़
べ
た
。
そ

の
ほ
か
、
政
府
の
規
制
改
革
推

進
会
議
で
検
討
さ
れ
て
い
た
義

務
教
育
へ
の
通
信
制
教
育
の
導

入
に
関
し
て
、「
柴
山
文
部
科

学
大
臣
も
、
義
務
教
育
ஈ
階
で

は
対
話
的
・
協
働
的
な
学
び
が

重
要
と
の
立
場
か
ら
通
信
制
導

入
に
反
対
の
意
向
を
示
し
、
答

申
か
ら
は
࡟
除
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
中
学
・
高
校
ஈ
階
で

は
、
子
ڙ
た
ち
に
社
会
性
を
身

　

本
連
合
会
は
六
月
四
日
、東
京
・

市
ヶ
谷
の
私
学
会
館
で
第
十
三
回

常
任
理
事
会
を
開
催
し
た
。

　

๯
಄
、ѫ
ࡰ
し
た
吉
田
会
長
は
、

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
に
お
け
る

英
語
四
技
能
試
験
に
つ
い
て
、「
二

〇
二
〇
年
度
か
ら
の
試
験
実
施
が

ഭ
っ
て
い
る
中
で
、
各
大
学
は
活

政
府
は
一
月
二
十
九
日
、
平
成

二
十
五
年
度
政
府
予
算
案
を
閣
議

決
定
し
た
。
そ
の
う
ち
「
私
立
高

等
学
校
等
経
常
費
助
成
費
等
補

助
」
は
前
年
度
比
十
九
億
円
（
一

・
九
％
）
増
の
一
千
二
十
二
億
一

千
四
百
万
円
と
な
っ
た
。

「
私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助

成
費
等
補
助
」
一
千
二
十
二
億
一

千
四
百
万
円
の
内
訳
は
、
一
般
補

助
が
八
百
八
十
九
億
四
千
七
百
万

円
、
教
育
改
革
推
進
特
別
経
費
等

の
特
別
補
助
が
百
六
億
三
千
六
百

万
円
、
特
定
教
育
方
法
支
援
事
業

が
二
十
六
億
三
千
百
万
円
。

特
別
補
助
で
は
、
い
じ
め
問
題

等
に
対
応
し
教
育
相
談
体
制
の
整

備
を
行
う
取
り
組
み
や
、
教
育
の

国
際
化
を
推
進
す
る
取
り
組
み
へ

の
支
援
拡
充
、
特
別
支
援
教
育
に

係
る
活
動
の
充
実
に
対
す
る
補
助

の
創
設
を
行
う
。

ま
た
、
一
般
補
助
の
生
徒
等
一

人
当
た
り
単
価
は
幼
稚
園
か
ら
高

校
ま
で
で
前
年
度
比
〇
・
七
％
増

額
し
て
い
る
。

「
私
立
高
等
学
校
等
の
施
設
整

備
費
に
対
す
る
補
助
」
は
一
億
六

千
八
百
七
十
七
万
七
千
円
。
こ
れ

に
復
興
特
別
会
計
分
四
十
五
億
五

千
八
百
四
万
九
千
円
を
加
え
る
と

前
年
度
比
三
・
二
％
減
の
約
四
十

七
億
二
千
七
百
万
円
と
な
る
。

こ
れ
は
、
私
立
高
校
等
の
施
設

の
高
機
能
化
や
防
災
機
能
強
化
、

エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
推
進
を
目
的
と

し
た
も
の
で
、
耐
震
補
強
に
関
し

て
は
平
成
二
十
七
年
度
ま
で
補
助

対
象
事
業
費
の
上
限
を
外
す
。
そ

の
ほ
か
の
事
業
で
は
補
助
対
象
事

業
費
の
下
限
額
の
緩
和
を
行
う
。

「
私
立
高
等
学
校
等
Ｉ
Ｔ
教
育
設

備
整
備
推
進
事
業
」
は
一
億
四
千

七
百
万
円
で
前
年
度
比
八
〇
・
〇

％
の
減
額
。「
私
立
学
校
施
設
高

度
化
推
進
事
業
費
補
助
」
は
前
年

度
比
六
・
二
％
減
の
十
九
億
六
千

八
百
万
円
。

施
設
・
設
備
関
係
の
補
助
金
が

前
年
度
に
比
べ
大
幅
に
減
額
さ
れ

て
い
る
の
は
、
経
済
対
策
と
し
て

二
十
四
年
度
補
正
予
算
で
施
設
設

備
関
係
補
助
が
大
幅
増
額
さ
れ
た

た
め
。「
私
立
学
校
教
員
研
修
費

等
補
助
（
日
本
私
学
教
育
研
究
所

研
究
事
業
費
等
補
助
）」
は
、
前

年
度
と
同
額
の
一
千
九
百
三
十
万

二
千
円
と
な
っ
た
。
同
研
究
所
が

実
施
す
る
初
任
者
研
修
事
業
と
経

験
者
研
修
事
業
、
研
究
事
業
の
費

用
の
一
部
を
国
が
補
助
す
る
も

の
。一

方
、
政
府
の
平
成
二
十
四
年

度
補
正
予
算
は
、
二
月
二
十
六
日

に
参
議
院
で
可
決
、
成
立
し
て
い

る
。
私
学
関
係
予
算
額
は
総
額
で

約
四
百
五
十
五
億
円
に
も
上
る
。

こ
の
う
ち
「
私
立
高
校
等
の
施

設
整
備
費
に
対
す
る
補
助
」
は
四

十
九
億
二
千
七
百
万
円
。「
私
立

高
等
学
校
等
Ｉ
Ｔ
教
育
設
備
整
備

推
進
事
業
」
は
十
九
億
八
千
四
百

万
円
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か

私
立
学
校
も
対
象
と
な
る
理
科
教

育
設
備
整
備
費
等
補
助
百
億
円
が

計
上
さ
れ
た
。
こ
れ
は
公
私
立
の

小
中
学
校
、
中
等
教
育
学
校
前
期

課
程
、
特
別
支
援
学
校
小
・
中
学

部
に
お
け
る
理
科
教
育
設
備
整
備

を
支
援
す
る
も
の
。
補
助
率
は
二

分
の
一
（
沖
縄
県
は
四
分
の
三
）。

第
七
期
中
央
教
育
審
議
会
が
発

足
し
、
二
月
二
十
七
日
に
は
東
京

・
虎
ノ
門
の
東
海
大
学
校
友
会
館

で
第
七
期
初
の
総
会
が
開
か
れ

た
。
第
七
期
の
委
員
は
三
十
人
。

本
連
合
会
の
吉
田
晋
会
長
（
富
士

見
丘
中
学
高
校
長
）
が
委
員
に
任

命
さ
れ
た
。
二
月
十
五
日
発
令
、

任
期
は
二
年
間
。
今
後
、
分
科
会

や
部
会
等
に
属
し
、
教
育
改
革
論

議
を
続
け
て
い
く
。

平
成
二
十
五
年
度
の
私
立
高
校

等
経
常
費
助
成
に
係
る
地
方
交
付

税
措
置
案
が
こ
の
ほ
ど
内
定
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
地
方
交
付

税
に
よ
る
財
源
措
置
額
は
前
年
度

比
一
・
二
％
、
六
十
五
億
円
増
の

五
千
六
百
十
四
億
円
。
こ
の
中
に

は
私
立
高
校
生
徒
授
業
料
軽
減
費

分
百
十
億
円
が
含
ま
れ
て
お
り
、

前
年
度
と
比
べ
る
と
、
二
二
・
二

％
、
二
十
億
円
の
増
額
と
な
っ
た
。

地
方
交
付
税
措
置
と
私
立
高
等

学
校
等
経
常
費
助
成
費
補
助
（
国

庫
補
助
）
を
合
わ
せ
た
私
立
高
校

等
に
対
す
る
財
源
計
画
全
体
は
、

前
年
度
比
八
十
一
億
七
千
六
百
万

円
（
一
・
二
％
）
増
の
六
千
六
百

三
十
六
億
一
千
四
百
万
円
。

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
発
行

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
四
丁
目
二
番
二
五
号

（
私
学
会
館
内
）
郵
便
番
号
一
〇
二
�
〇
〇
七
三

電
話

〇
三
（
三
二
六
二
）
二
八
二
八
・
一
六
一
五

購
読
料
は
一
年
で
三
千
円
（
会
費
に
含
め
て
徴
収
）

主な内容
平
成
２５
年
度
私
学
関
係
予
算
案
等
…
２
・
３
面

第
５
回
と
第
６
回
常
任
理
事
会
…
…
…
４
面

各
地
で
私
学
振
興
大
会
…
…
…
…
…
…
７
面

日
私
教
研
だ
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
８
面

私立高校等
関係政府予算

平

成

２５
年
度

経
常
費
補
助
、約
１
０
２
２
億
円

２４
年
度

補
正
で

施
設
設
備
補
助
大
幅
増

地方交付税措置
案も明らかに

前
年
度
比

１.２
％
増
の
５
６
１
４
億
円

私
立
高
校

生
徒
授
業
料
軽
減
費
分
１１０
億
円

吉
田
本
連
合
会
長
が
中
教
審
委
員
に
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主な内容
５
月
に
理
事
会・評
議
員
会
合
同
会
議�

２
面

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
で
文
科
相
に
要
望�

３
面

義
援
金
受
け
た
生
徒
の
メ
ッ
セ
ー
ジ�

４・
５
面

日
私
教
研
だ
よ
り�

８
面

（� ）

第13回常任理事会

篠田チームリーダー

ྩ
࿨
ೋ
年
度
֓
ࢉ
ཁ
�ٻ

　
આ
໌

英
語
࢛
ٕ
ೳ
ࢼ
ݧ
の
՝
୊
　
討
議

΁
の
ର
Ԡ

ୈ��ճৗ೚
ཧࣄձ։࠵

དྷ
年
度
͔
Β
の
高
校
授
業
料
の

࣮
අ
ແ
ঈ
化
、
จ
科
ল
͕
આ
໌

な ど
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じ
た
定
時
制
・
通
信
制
課
程
の
在

り
方
な
ど
が
諮
問
さ
れ
て
い
る
。

۩
体
的
な
議
論
は
教
育
再
生
実
行

会
議
の
最
終
報
告
が
出
た
後
に
な

る
。

　

残
る
自
民
党
の
教
育
再
生
実
行

本
部
に
つ
い
て
は
、
第
十
二
次
提

言
案
が
ま
と
め
ら
れ
、
そ
の
う
ち

高
等
学
校
に
関
し
て
、
ス
ク
ー
ル

ポ
リ
シ
ー
の
策
定
の
義
務
化
や
、

高
校
・
大
学
の
一
貫
し
た
学
び
の

推
進
な
ど
が
提
言
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
؃
護
系
等
の
高
校
専
攻
科

に
つ
い
て
は
、
大
学
無
償
化
や
高

校
就
学
支
援
金
の
対
象
外
で
あ

り
、
支
援
の
検
討
が
必
要
だ
と
提

言
さ
れ
て
い
る
。

　

田
ଜ
参
事
׭
は
「
今
後
、
実
行

本
部
の
第
十
二
次
提
言
を
踏
ま

え
、
実
行
会
議
の
最
終
報
告
が
出

さ
れ
る
。
そ
の
後
に
中
教
審
で
۩

体
的
な
議
論
が
進
め
ら
れ
る
」
と

結
ん
だ
。

　

こ
の
後
質
ٙ
応
答
が
行
わ
れ
、

高
校
普
通
科
に
真
に
改
革
が
必
要

な
の
か
ٙ
೦
が
あ
る
と
の
意
見

や
、
私
立
؃
護
高
校
専
攻
科
の
立

場
か
ら
高
校
就
学
支
援
金
の
対
象

に
す
る
よ
う
検
討
さ
れ
た
い
と
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。

吉
田
会
長
は
教
員
の
中
に
は
今
年

の
十
一
月
に
Ｉ
̙
登
࿥
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
知
ら
な
い

人
も
い
る
と
話
し
、
課
題
等
を
指

摘
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
生
徒
収
容
委
員
会

か
ら
は
四
月
十
日
現
在
で
の
私
立

中
高
の
生
徒
数
調
査
に
つ
い
て
、

高
校
で
は
新
入
生
が
対
前
年
度
六

千
二
百
七
十
九
人
減
、
中
学
校
で

は
新
入
生
が
対
前
年
度
二
千
人
増

と
な
っ
た
と
報
告
が
あ
り
、
総
務

広
報
委
員
会
か
ら
は
私
学
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
基
金
へ
の
協
力
要
੥
が

あ
っ
た
。

を
作
成
中
だ
が
、
遅
く
と
も
両
大

ߝ
が
公
表
さ
れ
る
時
点
で
は
、
各

大
学
の
活
用
方
針
の
公
表
時
期
な

ど
、
全
体
の
ス
έ
ジ
ュ
ー
ル
を
明

確
に
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

中
高
連
で
は
、
こ
う
し
た
झ
ࢫ
の

意
見
書
を
文
科
省
に
提
出
す
る
予

定
だ
」
と
報
告
し
た
。
ま
た
、
平

方
常
任
理
事（
教
育
制
度
委
員
長
）

は
「
私
が
参
加
し
て
い
る
文
科
省

の
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
な
ど

の
会
議
で
は
、
高
校
関
係
の
委
員

か
ら
、
民
間
検
定
試
験
の
実
施
団

体
は
夏
ま
で
に
は
試
験
の
実
施
日

程
等
を
明
ら
か
に
す
る
べ
き
だ
と

の
要
望
が
出
て
い
る
」
と
報
告
。

　

そ
の
後
、
文
科
省
の
田
ଜ
真
一

初
等
中
等
教
育
局
参
事
׭
（
高
等

学
校
担
当
）
か
ら
高
校
教
育
改
革

等
の
最
新
動
向
に
つ
い
て
、
ご
講

話
を
い
た
だ
い
た
。
ま
ず
、
田
ଜ

参
事
׭
は
、
高
校
教
育
を
取
り
巻

く
三
つ
の
会
議
体（
教
育
再
生
実

行
会
議
・
中
央
教
育
審
議
会
・
自

民
党
教
育
再
生
実
行
本
部
）
で
の

検
討
状
況
を
֓
ུ
次
の
と
お
り
説

明
し
た
。

　

教
育
再
生
実
行
会
議
の
中
間
報

告
で
は
、「
二
十
一
世
ل
出
生
児
横

断
調
査
」
に
よ
っ
て
二
〇
〇
一
年

に
生
ま
れ
た
子
ڙ
が
中
学
校
か
ら

高
校
に
あ
が
る
ஈ
階
で
授
業
理
解

度
が
௿
下
し
、
学
校
外
で
勉
ڧ
し

な
い
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
と
指

摘
さ
れ
て
お
り
、
中
学
ま
で
の
ྑ

޷
な
状
況
を
高
校
で
ܧ
続
で
き
て

い
な
い
点
が
三
つ
の
会
議
で
問
題

に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
中
央
教
育
審
議
会
に
つ

い
て
は
、
四
月
十
七
日
に
柴
山
文

科
大
臣
よ
り
、
普
通
科
改
革
な
ど

各
学
科
の
在
り
方
、
文
理
分
断
か

ら
の
脱
٫
や
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
の

推
進
、
時
代
や
役
割
の
変
化
に
応

　

本
連
合
会
は
、
五
月
十
四
日
、

東
京
・
私
学
会
館
で
第
十
二
回
常

任
理
事
会
を
開
催
し
、
引
き
続
き

開
催
さ
れ
る
合
同
会
議
と
重
複
す

る
議
題
は
合
同
会
議
で
報
告
、
審

議
す
る
こ
と
が
ྃ
承
さ
れ
た
。

　

第
百
八
十
二
回
理
事
会
・
第
百

五
十
五
回
評
議
員
会
合
同
会
議
で

は
、
吉
田
会
長
（
理
事
会
）
と
高

臣
文
঵
評
議
員
・
高
田
学
ԓ
理
事

長
（
評
議
員
会
）
が
議
長
と
な
り

報
告
・
審
議
が
行
わ
れ
た
。

　

初
め
に
福
ౡ
事
務
局
長
か
ら
令

和
元
年
度
理
事
・
評
議
員
の
異
動

役
員
の
出
੮
の
も
と
、
会
計
؂
査

を
田
沼
、
山
本
両
؂
事
と
と
も
に

実
施
し
、
決
算
が
適
正
で
あ
っ
た

と
報
告
。
平
成
三
十
年
度
の
事
業

報
告
お
よ
び
決
算
案
は
原
案
通
り

承
認
さ
れ
た
。

　

部
会
・
委
員
会
報
告
で
は
、
私

学
助
成
委
員
会
か
ら
「
加
盟
団
体

私
学
振
興
大
会
等
運
営
අ
ิ
助
金

交
付
に
関
す
る
規
程
」に
つ
い
て
、

各
県
の
私
学
振
興
大
会
の
開
催
を

促
進
す
る
た
め
ิ
助
額
を
二
十
万

円
か
ら
三
十
万
円
に
増
額
す
る
改

正
案
が
示
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、

承
認
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
教
育
制
度
委
員
会
か

ら
英
語
の
民
間
検
定
試
験
に
つ
い

て
、
長
௩
常
任
理
事
（
文
科
省
大

学
入
学
者
選
抜
方
法
の
改
善
に
関

す
る
協
議
委
員
）
が
「
各
大
学
の

民
間
検
定
試
験
の
活
用
方
針
の
公

表
が
遅
れ
て
い
る
。
文
部
科
学
省

は
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
実
施
大

ߝ
（
案
）
及
び
大
学
入
試
英
語
成

੷
提
ڙ
シ
ス
テ
ム
運
営
大
）ߝ
案
）

５月14日の理事会・評議員会合同会議

田村参事官

高
校
教
育
改
革
等
の
࠷
新
ಈ
޲

理
事
会
・
評
議
員
会
߹
ಉ
会
議
等
開
催

ฏ
੒
�0
年
度
事
業
報
ࠂ
　
ঝ
ೝ

な 

ど

จ
Պ
ল

͔
Β
講
࿩

の
報
告
が
あ
り
、
承
認
さ
れ

た
。
続
け
て
、
福
ౡ
事
務
局

長
が
、
平
成
三
十
年
度
事
業

報
告
書
に
基
づ
き
、
私
学
助

成
֦
充
の
た
め
の
活
動
や
中

教
審
へ
の
対
応
等
の
֓
要
を

報
告
。
引
き
続
き
平
成
三
十

年
度
決
算
に
つ
い
て
報
告
し

た
。
福
ౡ
事
務
局
長
の
報
告

を
受
け
て
、
ࣉ
部
؂
事
が
、

四
月
十
六
日
に
会
長
、
関
係
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導
要
領
に
基
づ
く
新
た
な
英
語
教

育
が
全
໘
的
に
実
施
さ
れ
る
２
０

２
４
年
度
以
߱
は
、
４
技
能
入
試

に
一
本
化
す
る
こ
と
が
当
然
の
こ

と
と
理
解
し
て
い
る
。
文
部
科
学

省
及
び
大
学
入
試
η
ン
タ
ー
は
、

確
実
に
４
技
能
入
試
に
一
本
化
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
改
め
て
明
確

に
示
す
べ
き
で
あ
る
。　

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
多
く
の
関

係
大
学
や
試
験
団
体
が
、
文
部
科

学
省
が
決
定
し
た
「
実
施
方
針
」

に
基
づ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
۩
体

的
な
実
施
方
法
や
日
程
を
明
ら
か

に
し
て
い
な
い
現
状
を
ଧ
開
し
、

何
よ
り
も
、
大
学
入
試
の
当
事
者

で
あ
る
高
校
生
を
「
໎
子
」
に
し

な
い
た
め
に
、
文
部
科
学
大
臣
と

し
て
、
こ
れ
ら
の
各
大
学
や
試
験

実
施
団
体
に
対
し
、
一
ࠁ
も
早
く

そ
れ
ぞ
れ
の
۩
体
的
実
施
案
を
明

ら
か
に
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
さ
ら
に
現
在
、「
新

た
な
大
学
入
試
」
の
۩
体
的
内
容

が
分
ら
ず
困
࿭
し
て
い
る
高
校
生

に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
Ң
と

と
も
に
、
今
後
の
۩
体
的
な
日
程

や
実
施
内
容
等
に
つ
い
て
、
何
ら

か
の
形
で
説
明
を
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

 

以
上

国
立
大
学
に
お
い
て
は
、
平
成
30

年
３
月
30
日
付
で
決
定
さ
れ
た
国

立
大
学
協
会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

な
し
่
し
的
に
反
ނ
に
さ
れ
、
今

や
各
大
学
の
自
由
な
判
断
に
委
ね

ら
れ
て
い
る
状
態
と
化
し
て
い

る
。こ
う
し
た
状
況
も
૬
ေ
っ
て
、

受
験
生
に
戸
࿭
い
が
֦
が
っ
て
お

り
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
受
験
に
向

け
た
準
備
に
支
ো
を
き
た
す
こ
と

が
ݒ
೦
さ
れ
、
極
め
て
Ҩ
״
な
状

況
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
英
語
資
格
検
定
試
験

の
利
用
の
さ
れ
方
に
関
し
て
は
、

各
大
学
の
個
別
入
試
と
「
共
通
テ

ス
ト
」
の
間
で
、
大
き
な
ࠩ
異
が

あ
り
、
こ
う
し
た
こ
と
も
生
徒
や

教
師
を
ࠞ
ཚ
さ
せ
る
要
因
と
な
っ

て
い
る
。

　

な
お
、「
共
通
テ
ス
ト
」
に
お

け
る
英
語
４
技
能
の
民
間
試
験
の

導
入
に
関
し
て
は
、「
大
学
入
学

共
通
テ
ス
ト
実
施
方
針
」
に
お
い

て
、『
認
定
試
験
の
実
施
・
活
用

状
況
等
を
検
証
し
つ
つ
、
平
成
35

（
２
０
２
３
）
年
度
ま
で
は
実
施

し
、
各
大
学
の
判
断
で
共
通
テ
ス

ト
と
認
定
試
験
の
い
ず
れ
か
、
ຢ

は
૒
方
を
選
択
利
用
す
る
こ
と
を

Մ
能
と
す
る
』
と
さ
れ
て
い
る
。

つ
い
て
は
、
２
０
２
３
年
度
ま
で

は
現
行
の
英
語
２
技
能
入
試
を
ซ

用
す
る
も
の
の
、
高
校
新
学
習
指

情
報
を
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

の
内
容
は
۩
体
性
を
ܽ
き
、
ど
の

資
格
検
定
試
験
を
ど
の
よ
う
に
利

用
し
、
そ
の
成
੷
結
果
を
ど
う
評

価
す
る
の
か
等
の
۩
体
的
情
報
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、大
学
関
係
者
の
中
に
は
、

「
共
通
テ
ス
ト
」
に
お
け
る
各
資

格
検
定
試
験
の
成
੷
の
Ｃ
Ｅ
̛
Ｒ

に
よ
る
比
較
評
価
に
関
し
、
公
平

性
の
ҡ
持
の
難
し
さ
を
घ
更
に
指

摘
し
た
り
、
試
験
の
実
施
方
法
上

の
問
題
点
や
経
済
的
事
情
に
よ
る

受
験
機
会
の
格
ࠩ
の
֦
大
を
ݒ
೦

す
る
な
ど
、
活
用
の
見
送
り
を
意

ਤ
す
る
動
き
も
見
ら
れ
、
と
く
に

合
会
と
柴
山
大
臣
は
、
義
務
教
育

ஈ
階
で
通
信
教
育
を
導
入
す
る
こ

と
は
子
ど
も
た
ち
に
社
会
性
を
身

に
付
け
さ
せ
る
と
い
う
؍
点
か
ら

問
題
が
あ
る
と
の
認
ࣝ
で
一
க
し

た
。

て
、
英
語
で
は
二
技
能
し
か
評
価

し
な
い
共
通
テ
ス
ト
を
ഇ
止
し
、

四
技
能
を
評
価
す
る
民
間
検
定
試

験
に
一
本
化
す
る
こ
と
を
要
望
し

た
。

　

柴
山
大
臣
は
、
検
定
試
験
の
活

用
方
法
や
実
施
日
程
等
が
し
っ
か

り
と
明
示
さ
れ
る
よ
う
引
き
続
き

大
学
等
に
要
੥
し
て
い
く
考
え
を

明
ら
か
に
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
通
信
教
育
の
在
り
方

に
つ
い
て
も
話
題
に
上
り
、
本
連

ഭ
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

試
験
の
実
施
日
程
や
各
大
学
の
活

用
方
法
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

お
ら
ず
、
大
学
の
中
に
は
活
用
の

見
送
り
を
示
ࠦ
す
る
な
ど
の
動
き

も
み
ら
れ
る
と
指
摘
。
受
験
生
に

戸
࿭
い
が
֦
が
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
を
ૌ
え
、
現
状
の
ଧ
開
と
高
校

生
へ
の
説
明
等
を
要
੥
し
た
。
そ

の
ほ
か
、
新
学
習
指
導
要
領
に
基

づ
い
て
実
施
さ
れ
る
二
〇
二
四
年

度
以
߱
の
共
通
テ
ス
ト
に
つ
い

　

本
連
合
会
の
吉
田
晋
会
長
、
近

藤
জ
࿠
෭
会
長
、
平
方
邦
行
常
任

理
事
は
六
月
四
日
、
文
部
科
学
省

の
柴
山
昌
彦
大
臣
を
๚
ね
、「『
大

学
入
学
共
通
テ
ス
ト
』
に
お
け
る

英
語
四
技
能
試
験
に
つ
い
て
」
と

題
す
る
要
望
（
別
掲
）
を
手
౉
し

た
。
当
日
は
遠
藤
利
明
ऺ
議
院
議

員
が
同
行
し
た
。
今
回
の
要
望
で

は
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
で
活

用
さ
れ
る
英
語
の
民
間
検
定
試
験

に
つ
い
て
、
受
験
開
始
が
間
近
に

　
（
ཁ
๬
全
จ
）

　

大
学
入
試
改
革
に
つ
い
て
は
、

２
０
１
３
年
の
「
教
育
再
生
実
行

会
議
」
の
「
第
４
次
提
言
」
で
方

向
性
が
示
さ
れ
、
続
い
て
、
２
０

１
４
年
の
中
教
審
答
申
「
新
し
い

時
代
に
;
さ
わ
し
い
高
大
઀
続
の

実
現
に
向
け
た
高
等
学
校
教
育
、

大
学
教
育
、
大
学
入
学
者
選
抜
の

一
体
的
改
革
に
つ
い
て
」
で
は
、

特
に
英
語
に
つ
い
て
、
４
技
能
を

総
合
的
に
評
価
で
き
る
問
題
の
出

題
や
民
間
の
資
格
・
検
定
試
験
を

活
用
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
そ
の
۩

体
的
方
策
に
つ
い
て
、
様
々
な
検

討
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
現
在
の

高
校
２
年
生
に
つ
い
て
は
、
中
学

１
年
生
の
頃
か
ら
、
大
学
入
試
の

ࡍ
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
知
ࣝ
ภ
重

型
か
ら
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表

現
力
を
重
視
す
る「
新
し
い
入
試
」

に
移
行
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
そ
の

一
環
と
し
て
、
と
り
わ
け
英
語
に

関
し
て
は
、「
共
通
テ
ス
ト
」
の

枠
組
み
の
中
で
英
語
４
技
能
を
評

価
す
る
入
試
に
改
革
さ
れ
る
こ
と

が
予
定
さ
れ
て
、
そ
の
第
一
期
生

と
な
る
期
଴
の
下
、
そ
れ
ぞ
れ
が

準
備
を
続
け
て
き
た
。

　

こ
の
間
、
大
学
入
試
η
ン
タ
ー

で
は
、「
共
通
テ
ス
ト
」
に
お
け

る
「
大
学
入
学
英
語
成
੷
提
ڙ
シ

ス
テ
ム
」
に
参
加
す
る
試
験
団
体

を
募
り
、
参
加
要
件
の
確
認
が
行

わ
れ
、
そ
の
結
果
が
平
成
30
年

３
月
26
日
付
で
公
表
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
、
۩
体
的
な
実
施
ス
έ

ジ
ュ
ー
ル
や
活
用
方
法
が
示
さ
れ

な
い
ま
ま
、
早
く
も
本
年
の
11
月

に
は
、
大
学
入
試
η
ン
タ
ー
に
共

通
Ｉ
̙
の
登
࿥
を
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
っ
て
い
る
。さ
ら
に
国（
文

部
科
学
省
）
で
は
、「
令
和
３
年

度
大
学
入
学
者
選
抜
に
係
る
大
学

入
学
共
通
テ
ス
ト
実
施
大
ߝ
」
の

検
討
も
大
٧
め
に
ࠩ
し
ֻ
か
っ
て

い
る
。

　

一
方
で
、
個
別
入
試
を
実
施
す

る
各
大
学
に
つ
い
て
は
、「
ア
ド

ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
」
で
、

自
ら
の
入
学
者
選
抜
に
関
す
る
諸

本
࿈
߹
会
͕
　
　
　
ࣲ
ࢁ
大
ਉ
ʹ
ཁ
๬

ӳ
ޠ
４
ٕ
ೳ

ࢼ
ݧ
ʹ
ؔ
͠

柴山大臣に要望書を提出
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か
の
心
に
د
り
ఴ
う
こ
と
の
で
き

る
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
Թ
か
い
お
言
葉
、

並
び
に
ご
支
援
を
い
た
だ
き
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

半
年
以
上
が
経
ち
、
今
は
以
前
の

よ
う
な
日
常
を
取
り
戻
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
経
験
を
生
か
し
ど
の
よ

う
な
困
難
に
も
ෛ
け
ず
、
私
も
୭

　

当
た
り
前
の
よ
う
に
๚
れ
て
い

た
平
Ժ
な
日
々
が
一
瞬
で
奪
わ

れ
、
全
道
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
と
い

う
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
災
害
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
あ
れ
か
ら

ආ
難
所
で
の
生
活
を
ڧ
い
ら
れ
る

中
、
今
回
の
よ
う
な
被
災
生
徒
支

援
金
の
お
か
げ
で
大
き
な
不
安
か

ら
随
分
と
解
放
さ
れ
た
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
。

に
よ
り
、
私
の
家
は
傾
い
て
し
ま

い
ආ
難
所
で
の
生
活
を
༨
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
。
住
む
家
を
ࣦ
っ
て

【
立
໋
館
ܚ
঵
高
等
学
校

 

２
年　

女
子
】

　

昨
年
の
๺
海
道
୾
振
東
部
地
਒

　

本
連
合
会
は
、
平
成
三
十
年
に

発
生
し
た
๺
海
道
୾
振
東
部
地

਒
、
台
風
21
߸
、
7
月
豪
雨
に
よ

り
多
く
の
私
立
中
学
高
校
の
生
徒

お
よ
び
学
校
が
被
災
し
た
こ
と
を

受
け
、
全
国
の
私
立
中
学
高
校
関

係
者
に
義
援
金
の
ڌ
出
を
呼
び
ֻ

け
て
来
た
。
そ
の
結
果
、
多
く
の

義
援
金
が
د
せ
ら
れ
、
本
連
合
会

で
は
被
災
し
た
生
徒
お
よ
び
学
校

に
対
し
、
下
表
の
と
お
り
支
援
金

等
を
ଃ
ఄ
し
た
。

　

こ
の
度
、
支
援
金
等
を
受
け
た

生
徒
の
皆
さ
ま
か
ら
の
メ
ッ
η
ー

ジ
の
全
文
を
掲
載
す
る
。

๺
ւ
ಓ
୾
ৼ
౦
部
஍
਒
被
災
私
立
高
校
生
徒
メ
ッ
セ
ー
ジ

શ͔ࠃΒͷٛԉۚͰ
ੜెɺ学ࢧʹߍԉۚ౳

૯ֹ2
110ສԁʹ
ຊ࿈߹ձɾ私学ϘϥϯςΟΞۚج

私学ϘϥϯςΟΞۚج
ͼฏ੒ٴ෣ۚݟ֐ࡂ �� ೥౓ٛԉۚऔѻ಺ͮ͘جʹنඃࡂੜెࢧԉۚڅࢧҰཡ

平成31年4月30日現在
（運営規則に基づく
災害見舞金）

（平成 30年度義援金取扱内規に基づく
被災生徒支援金）

被災生
徒合計
（人）

被災生徒
支援金金額

（円）

被災学校
見舞金

（円）
備考災害見舞金

（円） 備考

　　北海道（北海道胆振東部地震）
1 北海道栄高等学校 300,000
2 東海大学付属札幌高等学校 300,000
3 北海道大谷室蘭高等学校 300,000
4 立命館慶祥高等学校 1 100,000 50,000
5 苫小牧中央高等学校 1 50,000 50,000
計 900,000 2 150,000 100,000
　　大阪（台風 21号）
1 同志社香里中学校高等学校 750,000 ・大阪北部地震
2 同志社香里中学校高等学校 300,000
3 大阪曉光高等学校 700,000
4 桃山学院中学高等学校 500,000 H31.4 贈呈
5 羽衣学園高等学校 1 100,000 50,000
6 香ヶ丘リベルテ高等学校 1 50,000 50,000
計 2,250,000 2 150,000 100,000
　　岡山（7月豪雨）
1 関西高等学校 500,000 6 600,000 50,000
2 岡山中学高等学校 　 　 5 500,000 50,000 　
3 岡山商科大学附属高等学校 　 　 1 100,000 50,000 　
4 山陽女子中学高等学校 　 　 3 250,000 50,000 　
5 就実高等学校 　 　 10 800,000 100,000 　
6 明誠学院高等学校 　 　 4 250,000 50,000 　
7 創志学園高等学校 　 　 2 150,000 50,000 　
8 岡山理科大学附属高等学校 500,000 6 350,000 50,000
9 岡山学芸館高等学校 　 　 7 600,000 50,000 　
10 清心中学清心女子高等学校 　 　 14 1,250,000 100,000 　
11 倉敷高等学校 　 　 23 2,200,000 200,000 　
12 倉敷翠松高等学校 　 　 35 3,350,000 200,000 　
13 金光学園中学高等学校 　 　 18 1,750,000 100,000 　
14 おかやま山陽高等学校 　 　 11 1,100,000 100,000 　
15 興譲館高等学校 　 　 6 550,000 50,000 　
16 岡山県高梁日新高等学校 　 　 5 500,000 50,000 　
17 岡山白陵中学高等学校 　 　 3 300,000 50,000 　
18 吉備高原学園高等学校 　 　 1 100,000 50,000 　
19 朝日塾中等教育学校 　 　 1 100,000 50,000 　
20 鹿島朝日高等学校 　 　 5 500,000 50,000 　
計 1,000,000 166 15,300,000 1,500,000
　　広島（7月豪雨）
1 山陽高等学校 2 200,000 50,000
2 比治山女子中学高等学校 　 　 1 50,000 50,000 　
3 広島女学院中学高等学校 　 　 3 250,000 50,000 　
4 AICJ 中学校 　 　 1 100,000 50,000 　
5 広島翔洋高等学校 　 　 6 500,000 50,000 　
6 広島国際学院高等学校 　 　 5 450,000 50,000 　
7 清水ヶ丘高等学校 　 　 2 100,000 50,000 　
8 呉港高等学校 　 　 3 250,000 50,000 　
9 如水館中学高等学校 　 　 7 500,000 50,000 　
10 尾道中学高等学校 　 　 4 350,000 50,000 　
11 並木学院高等学校 　 　 1 50,000 50,000 　
12 武田高等学校 　 　 2 150,000 50,000 　
計 37 2,950,000 600,000
　　福岡（7月豪雨）
1 福岡常葉高等学校 2,000,000 2 200,000 50,000 　
計 2,000,000 2 200,000 50,000

合　　計 6,150,000 9校（10件） 209 18,750,000 2,350,000 37 校
21,100,000
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を
受
け
ま
し
た
。
私
の
住
ん
で
い

る
地
域
で
は
、
床
上
浸
水
し
た
家

が
多
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が

手
伝
っ
て
い
る
姿
が
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。
現
在
で
は
、
元
通
り

の
生
活
を
少
し
ず
つ
で
す
が
送
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

豪
雨
災
害
か
ら
一
年
が
経
と
う

と
し
て
い
ま
す
。
二
度
と
こ
の
よ

う
な
災
害
が
起
き
な
い
よ
う
に
、

一
日
で
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
い

ま
す
。
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

＊
文
中
の
誤
字
・
脱
字
・
一
部
表

現
等
に
つ
い
て
は
、
誠
に
勝
手
な

が
ら
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

全
国
私
立
高
等
学
校
選
抜
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
大
会
が
八
月
二
十
六
日

か
ら
二
十
九
日
ま
で
、
宇
都
宮
市

の
ブ
レ
ッ
ク
ス
ア
リ
ー
ナ
宇
都
宮

な
ど
四
会
場
で
開
催
さ
れ
る
。

　

大
会
は
今
年
で
二
十
四
回
目

で
、
主
催
は
全
国
私
立
高
等
学
校

く
っ
て
い
っ
た
。

　

と
て
も
つ
ら
い
体
験
だ
っ
た
け

ど
、
色
々
な
人
に
力
に
な
っ
て
も

ら
え
た
こ
と
が
、
た
く
さ
ん
あ
っ

た
。
手
伝
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
に

は
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
る
。
僕

は
、
こ
の
よ
う
な
災
害
が
ま
た
ど

こ
か
で
起
き
た
時
、
そ
れ
以
外
の

時
で
も
、
困
っ
て
い
る
人
を
助
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

【
如
水
館
高
等
学
校　

 

３
年　

女
子
】

　

こ
の
度
は
、
支
援
金
を
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
の
家
は
豪
雨
災
害
で
家
が
浸

水
し
、
大
規
模
半
壊
と
い
う
認
定

に
つ
れ
て
、
心
が
痛
く
な
る
。
あ

の
日
、
激
し
い
大
雨
で
家
の
前
の

道
路
は
濁
流
と
な
っ
て
い
た
。
家

の
隣
を
流
れ
る
賀
茂
川
は
、
水
か

さ
が
ど
ん
ど
ん
増
し
て
、
つ
い
に

は
決
壊
し
た
。

　

僕
の
家
は
、
床
上
浸
水
75
ｃ
ｍ

だ
っ
た
。
１
階
に
あ
る
も
の
は
泥

ま
み
れ
に
な
り
、
ほ
と
ん
ど
処
分

す
る
事
に
な
っ
た
。
家
の
前
は
ゴ

ミ
の
山
と
な
り
、
異
臭
も
し
た
。

家
族
４
人
と
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
と
一
緒
に
流
れ
込
ん
だ

泥
を
土
の
う
袋
に
つ
め
て
外
へ
運

ん
だ
。
ま
た
、
部
屋
の
中
を
何
度

も
何
度
も
掃
除
し
、
き
れ
い
に
し

て
、
生
活
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
つ

月
豪
雨
」
に
対
す
る
全
国
の
私
立

中
高
の
学
校
、
生
徒
、
保
護
者
な

ら
び
に
関
係
者
の
皆
様
か
ら
の
た

く
さ
ん
の
義
援
金
と
お
見
舞
い
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
の
生
ま
れ
育
っ
た
岡
山
県
真

備
町
は
、
山
に
囲
ま
れ
緑
が
多
く

自
然
豊
か
で
と
て
も
長
閑
な
町
で

し
た
。
し
か
し
、
今
回
の
豪
雨
に

よ
る
川
の
氾
濫
、
堤
防
の
決
壊
が

起
こ
り
、
真
備
町
の
ほ
と
ん
ど
の

家
が
泥
水
で
浸
水
し
ま
し
た
。
真

備
町
の
数
え
き
れ
な
い
幸
せ
や
自

然
が
一
瞬
に
し
て
奪
わ
れ
ま
し

た
。私
の
家
は
二
階
ま
で
浸
水
し
、

逃
げ
遅
れ
た
私
の
家
族
は
屋
根
の

上
で
何
と
か
協
力
し
て
助
け
が
来

る
ま
で
生
き
延
び
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
多
く
の
方
々
の
ご
協

力
の
も
と
、
家
の
片
づ
け
も
終
え

る
こ
と
が
で
き
、
現
在
は
生
活
も

落
ち
着
き
、
以
前
と
同
じ
よ
う
に

学
校
へ
通
う
こ
と
も
で
き
て
い
ま

す
。
改
め
て
、
こ
の
度
の
被
災
生

徒
支
援
金
に
対
し
て
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

【
如
水
館
中
学
校　

２
年　

男
子
】

　

７
月
６
日
、
こ
の
日
が
近
づ
く

さ
ん
が
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
張
っ
て

く
れ
た
り
、
知
り
合
い
の
人
が
家

に
泊
め
て
く
れ
た
り
と
、
た
く
さ

ん
の
方
々
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。

　

本
当
に
感
謝
し
き
れ
ま
せ
ん
。

今
回
の
件
で
助
け
て
い
た
だ
い
た

こ
と
は
決
し
て
忘
れ
ず
、
し
っ
か

り
前
を
向
い
て
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

Ｒ
倉
敷
駅
付
近
の
ア
パ
ー
ト
に
住

ん
で
、
何
不
自
由
な
く
生
活
し
て

お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
今
年
の
十

月
頃
に
家
を
建
て
直
し
真
備
に
戻

る
予
定
で
す
。再
び
新
し
い
家
で
、

人
生
を
踏
み
出
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
全
国
の
私
立
中
高
の

生
徒
の
皆
様
、
生
徒
の
保
護
者
の

皆
様
か
ら
の
支
援
金
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
金
光
学
園
高
等
学
校　

 

２
年　

男
子
】

 

こ
の
度
は
「
平
成
三
十
年
度
七

【
羽
衣
学
園
高
等
学
校　

 

３
年　

女
子
】

　

今
回
、
全
国
の
私
立
高
等
学
校

の
生
徒
、
教
職
員
、
保
護
者
並
び

に
関
係
者
の
皆
様
か
ら
、
た
く
さ

ん
の
義
援
金
と
お
見
舞
の
言
葉
を

送
っ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
台
風
は
想
像
を
は
る
か

に
超
え
る
も
の
で
、
自
然
災
害
の

怖
さ
を
初
め
て
経
験
し
ま
し
た
。

災
害
時
に
は
、
家
の
裏
の
運
送
屋

【
金
光
学
園
中
学
校　

 

３
年　

男
子
】

　

私
の
家
は
、
岡
山
県
倉
敷
市
真

備
町
に
あ
り
、
昨
年
の
７
月
豪
雨

災
害
で
全
壊
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

こ
の
度
は
、
被
災
生
徒
支
援
金

を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
で
今

は
、
前
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
生
活

を
送
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
被
災
し
た
直
後
は
、
身
の
回

り
の
全
て
が
な
く
な
り
、
人
生
の

ど
ん
底
で
し
た
が
、
現
在
は
、
Ｊ

平
成
��
年
台
風
��
号
被
災
私
立
高
校
生
徒
メ
ッ
セ
ー
ジ

平
成
��
年
７
月
豪
雨
被
災
私
立
中
学
高
校
生
徒
メ
ッ
セ
ー
ジ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
。
主
管
は
同

大
会
栃
木
県
実
行
委
員
会
・
栃
木

県
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
で
、
事
務

局
は
作
新
学
院
高
等
学
校
内
に
置

か
れ
る
。
本
連
合
会
を
は
じ
め
、

（
公
財
）
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協

会
な
ど
が
後
援
す
る
。

　

試
合
は
地
区
選
抜
委
員
の
推
薦

や
次
回
開
催
地
・
会
長
推
薦
な
ど

で
選
ば
れ
た
男
女
各
四
十
八
校
を

原
則
に
、
学
校
対
抗
の
団
体
戦
で

行
わ
れ
る
。

　

優
勝
校
に
は
賞
状
、
優
勝
旗
、

優
勝
杯
（
持
ち
回
り
）
が
、二
位
・

三
位
校
に
は
賞
状
、
ト
ロ
フ
ィ
ー

が
そ
れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
る
。

　

開
会
式
は
八
月
二
十
六
日（
月
）

十
五
時
か
ら
ブ
レ
ッ
ク
ス
ア
リ
ー

ナ
宇
都
宮
で
開
催
さ
れ
る
。

宇
都
宮
市
で
全
国
私
立
高
校

選
抜
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
開
催

８
月
��
日
～
��
日
、
本
連
合
会
な
ど
が
後
援
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つ
つ
進
め
る
。
高
校
教
育
に
つ
い

て
は
、
生
徒
の
約
七
割
が
学
ぶ
普

通
科
の
類
型
化
や
、
高
大
連
携
、

地
域
人
材
や
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の

育
成
な
ど
高
校
教
育
の
多
様
化
を

推
進
す
る
ほ
か
、
教
育
課
程
、
教

員
養
成
・
免
許
・
採
用
・
研
修
等

に
つ
い
て
総
合
的
な
検
討
を
行

い
、
二
〇
二
〇
年
度
中
に
結
論
を

得
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、

高
校
等
就
学
支
援
金
に
つ
い
て

は
、
二
〇
二
〇
年
四
月
か
ら
支
給

上
限
額
を
引
き
上
げ
、
年
収
五
百

九
十
万
円
未
満
世
帯
を
対
象
に
高

校
授
業
料
の
実
質
無
償
化
を
実
現

し
、
教
員
の
勤
務
時
間
に
関
し
て

は
、
一
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間

制
の
導
入
に
向
け
た
取
り
組
み
等

を
推
進
す
る
と
し
て
い
る
。

生
徒
数
は
二
十
四
万
二
千
四
百
九

十
七
人
で
、
前
年
度
と
比
べ
六
百

九
十
人
の
増
加
と
な
っ
た
。
し
か

し
、
小
学
校
卒
業
者
数
は
減
少
傾

向
が
続
い
て
お
り
、
今
年
度
、
新

た
に
休
校
や
募
集
停
止
を
し
た
私

立
中
学
校
は
七
校
、
休
校
中
の
私

立
中
学
校
は
全
国
で
三
十
八
校
を

数
え
る
な
ど
、
私
立
中
学
校
を
取

り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
に
あ
る
。

り
、
減
少
率
は
一
・
三
％
で
あ
っ

た
。
な
お
、
総
生
徒
数
が
減
少
し

た
都
道
府
県
は
三
十
九
都
府
県
に

も
上
っ
た
。

　

一
方
、
今
年
度
の
私
立
中
学
校

（
中
等
教
育
学
校
前
期
課
程
含
む
）

数
は
七
百
九
十
九
校
で
、
前
年
度

よ
り
三
校
の
増
加
と
な
っ
た
。
今

年
度
の
入
学
者
数
（
第
一
学
年
）

は
八
万
三
千
九
十
人
で
前
年
度
よ

り
二
千
人
の
増
加
。
全
学
年
の
総

四
万
六
千
百
四
十
三
人
で
、
中
学

校
卒
業
者
数
の
減
少
の
影
響
も
あ

り
前
年
度
か
ら
六
千
二
百
七
十
九

人
減
と
な
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
全

学
年
の
総
生
徒
数
も
前
年
度
と
比

べ
一
万
三
千
七
百
七
人
減
っ
て
お

　

集
計
結
果
に
よ
る
と
、
今
年
度

の
私
立
高
校（
全
日
制
・
定
時
制
、

中
等
教
育
学
校
後
期
課
程
を
含

む
）数
は
千
三
百
三
十
九
校
で
、前

年
度
よ
り
一
校
減
。ま
た
、今
年
度

の
入
学
者
数（
第
一
学
年
）は
三
十

　

本
連
合
会
は
五
月
十
四
日
、「
平

成
三
十
一
年
四
月
十
日
現
在
の
都

道
府
県
別
私
立
高
等
学
校
・
中
学

校
生
徒
数
と
前
年
度
と
の
比
較
」

を
ま
と
め
た
。

　

こ
の
調
査
は
本
連
合
会
が
各
都

道
府
県
私
学
協
会
の
協
力
を
得
て

毎
年
実
施
し
て
い
る
。

　

政
府
の
規
制
改
革
推
進
会
議
は

六
月
六
日
、
第
五
次
答
申
を
安
倍

総
理
に
提
出
し
た
。

　

教
育
分
野
で
は
、
五
年
以
内
の

で
き
る
だ
け
早
期
に
全
て
の
小
・

中
・
高
校
で
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
活

用
さ
れ
、
そ
の
効
果
が
最
大
限
発

現
さ
れ
る
よ
う
包
括
的
な
措
置
を

利
活
用
促
進
に
向
け
て
、
教
育
現

場
に
お
い
て
、
多
く
の
人
が
利
用

で
き
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ク
ラ
ウ
ド

を
活
用
す
る
よ
う
明
確
化
し
た
ほ

教
育
機
関
に
も
開
放
す
る
よ
う
今

年
度
中
に
措
置
す
る
と
し
て
い

る
。
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
に
関
し
て

は
、
最
適
な
制
度
の
在
り
方
を
検

離
職
率
が
四
割
に
の
ぼ
る
こ
と
な

ど
に
言
及
。
文
科
省
と
厚
生
労
働

省
は
、
高
卒
就
職
者
が
採
用
選
考

の
仕
組
み
を
ど
う
評
価
し
て
い
る

を
今
年
度
中
に
開
始
し
、
令
和
三

年
度
ま
で
に
結
論
を
出
す
と
し
て

い
る
。

　

一
方
、
雇
用
分
野
で
は
、
高
校

講
じ
る
と
し
、
ま
ず
は
文
部
科
学

省
を
中
心
と
し
て
工
程
表
を
含
む

取
り
ま
と
め
を
今
年
度
の
上
期
中

か
、
こ
れ
ま
で
高
等
教
育
機
関

が
利
用
し
て
き
た
通
信
イ
ン
フ

ラ
「
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
」
を
初
等
中
等

卒
業
予
定
者
の
意
向
が
「
一
人
一

社
制
」
と
呼
ば
れ
る
就
職
斡
旋
の

仕
組
み
に
よ
り
十
分
に
反
映
さ
れ

討
す
る
た
め
、
効
果
・
影
響
の
検

証
、
諸
外
国
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
の
活
用
状
況
の
調
査
な
ど

に
行
う
と
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
情
報
の

な
い
と
の
意
見
が

あ
る
こ
と
や
、
就

職
後
三
年
以
内
の

の
か
、
早
期
離
職
の
要
因
や
実
態

は
な
に
か
を
分
析
し
、
今
年
度
中

に
措
置
す
る
と
し
て
い
る
。ま
た
、

両
省
は
生
徒
の
企
業
理
解
を
促
す

方
策
や
、
早
期
離
職
者
の
対
応
を

含
め
た
高
卒
就
職
者
の
定
着
支
援

に
向
け
た
検
討
を
行
い
、
今
年
度

中
に
結
論
を
出
し
た
う
え
で
、
速

や
か
に
措
置
を
講
じ
る
と
し
て
い

る
。

　

政
府
は
六
月
二
十
一
日
、「
経

済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

２
０
１
９
～
『
令
和
』
新
時
代
：

『
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ 

５
・
０
』
へ

の
挑
戦
～
」
を
閣
議
決
定
し
た
。

そ
の
中
で
は
人
づ
く
り
革
命
を
推

進
し
、
従
来
の
型
に
は
ま
っ
た
教

育
シ
ス
テ
ム
か
ら
多
様
性
を
追
求

で
き
る
仕
組
み
に
改
革
す
る
、
な

ど
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
初
等
中
等
教
育
改
革

で
は
、
生
徒
の
個
別
最
適
化
さ
れ

た
教
育
の
実
現
に
向
け
、
希
望
す

る
全
て
の
小
・
中
・
高
校
等
で
遠

隔
教
育
を
実
施
で
き
る
よ
う
、
国

立
情
報
学
研
究
所
が
運
用
す
る
Ｓ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
の
活
用
モ
デ
ル
の
提
示

を
は
じ
め
と
し
た
教
育
の
情
報
化

を
推
進
。
ま
た
、
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
の
整
備
状
況
に
地
方
自
治
体
間

で
ば
ら
つ
き
が
み
ら
れ
る
た
め
、

そ
の
是
正
に
努
め
る
一
方
、
教
育

デ
ー
タ
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
標
準
化

を
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
配
慮
し

私
立
中
学
校
入
学
者
数
、　

２
千
人
増
加

前
年
度
比

教
育
の
情
報
化
、私
立
高
校
授
業
料
実
質
無
償

化
等
推
進

高
卒
就
職
者
の
定
着
支
援
を
検
討
、措
置

４
月
��
日
現
在
の
生
徒
数
調
査
ま
と
め
る

骨
太
の
方
針
閣
議
決
定

規
制
改
革
推
進
会
議
第
５
次
答
申
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立
で
法
制
度
は
異
な
る
が
、
基
本

的
に
は
同
じ
状
況
で
、
私
立
学
校

の
多
く
が
公
立
学
校
に
準
じ
た
対

応
を
取
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
公

立
の
働
き
方
改
革
を
そ
の
ま
ま
移

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
部
活
動
の

試
合
な
ど
、
総
合
的
な
変
化
が
な

け
れ
ば
対
応
で
き
な
い
部
分
も
あ

る
た
め
、
総
合
的
に
判
断
し
て
ほ

し
い
」
な
ど
と
語
っ
た
。

方
等
も
諮
問
内
容
に
含
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
同
分
科
会
の
教
育
課
程

部
会
、
教
員
養
成
部
会
と
横
断
的

に
議
論
を
進
め
て
い
く
。

　

そ
の
ほ
か
、
五
月
八
日
の
分
科

会
で
は
働
き
方
改
革
に
関
す
る
意

見
交
換
も
行
わ
れ
た
。
本
連
合
会

会
長
の
吉
田
晋
委
員
は
、
他
の
委

員
か
ら
の
私
立
学
校
で
の
取
り
組

み
に
対
す
る
質
問
に
「
公
立
と
私

二
年
末
を
越
え
て
取
り
ま
と
め
る

と
し
て
い
る
。
五
月
八
日
に
開
催

さ
れ
た
初
等
中
等
教
育
分
科
会
で

は
、柴
山
大
臣
の
諮
問
に
対
し「
新

し
い
時
代
の
学
校
の
在
り
方
特
別

部
会
」
を
同
分
科
会
の
下
に
新
設

（
同
特
別
部
会
の
下
に
高
校
改
革

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
設
置
）し
、

中
心
と
な
っ
て
審
議
す
る
こ
と
を

決
定
。
教
育
内
容
や
教
員
の
在
り

会
で
の
検
討
を
六
月
か
ら
始
め
、

一
年
後
の
令
和
二
年
六
～
七
月
に

は
「
中
間
報
告
」、
同
年
十
一
～

十
二
月
に
は
答
申
を
ま
と
め
る
予

定
。
た
だ
し
、
審
議
の
進
ん
だ
事

項
に
関
し
て
は
そ
れ
以
前
に
取
り

ま
と
め
、
事
項
に
よ
っ
て
は
令
和

時
代
に
対
応
し
た
義
務
教
育
の
在

り
方
、
②
新
時
代
に
対
応
し
た
高

等
学
校
教
育
の
在
り
方
、
③
増
加

す
る
外
国
人
児
童
生
徒
等
へ
の
教

育
の
在
り
方
、
④
こ
れ
か
ら
の
時

代
に
応
じ
た
教
師
の
在
り
方
や
教

育
環
境
の
整
備
。
今
後
、
特
別
部

　

こ
の
う
ち
①
の
教
育
改
革
で

は
、
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
の

到
来
を
見
据
え
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教

育
推
進
の
た
め
の
モ
デ
ル
プ
ラ
ン

弾
力
的
な
見
直
し
に
向
け
て
検
討

す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
ま
た
、

教
師
の
在
り
方
に
関
し
て
、
全
国

の
教
師
が
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
や
動

促
進
、
技
術
と
情
報
な
ど
複
数
免

許
の
取
得
促
進
に
向
け
た
仕
組
み

づ
く
り
の
検
討
も
提
言
し
て
い

る
。
そ
の
ほ
か
、
世
界
最
速
級
の

へ
の
支
援
を
求
め
て
い
る
。

　

②
の
高
校
改
革
で
は
、
学
科
の

在
り
方
と
し
て
、
国
に
対
し
普
通

科
が
選
択
で
き
る
類
型
（
グ
ロ
ー

よ
う
促
す
こ
と
な
ど
を
提
案
。
定

時
制
・
通
信
制
課
程
に
つ
い
て
は
、

「
高
校
生
の
た
め
の
学
び
の
基
礎

診
断
」
の
活
用
促
進
な
ど
に
よ
る

教
育
の
質
の
確
保
・
向
上
な
ど
を

求
め
る
一
方
、
広
域
通
信
制
高
校

に
つ
い
て
は
、
第
三
者
評
価
に
関

す
る
実
証
研
究
結
果
等
を
踏
ま
え

た
更
な
る
質
の
確
保
・
向
上
に
向

け
た
取
組
の
推
進
な
ど
を
提
言
し

て
い
る
。

目
的
に
掲
げ
る
定
時
制
通
信
制
教

育
振
興
法
の
改
正
、
通
信
制
課
程

で
の
第
三
者
評
価
の
実
施
な
ど
を

求
め
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
高
校

で
の
授
業
時
間
内
で
十
分
に
議
論

が
行
え
る
よ
う
、
少
人
数
指
導
や

九
十
分
授
業
の
積
極
的
な
導
入
等

も
提
言
し
て
い
る
。

イ
ン
ベ
ー
タ
ー
の
育
成
を
重
視
す

る
教
育
な
ど
）
の
提
示
や
、
専
門

学
科
に
お
い
て
専
門
性
の
高
い
社

会
人
等
が
学
校
教
育
に
参
画
す
る

え
、
支
援
を
検
討
す
べ
き
と
の
提

言
を
し
て
い
る
。

　

通
信
制
課
程
・
定
時
制
課
程
に

つ
い
て
は
、
不
登
校
生
徒
・
中
途

退
学
者
な
ど
の
受
け
皿
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
制
度
や
教
育
内

容
を
時
代
に
合
わ
せ
て
改
善
す
る

一
方
、
勤
労
青
少
年
教
育
を
第
一

急
速
な
変
化
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
学
習
指
導
要
領
の
一
部
改
訂

な
ど
教
育
課
程
の
不
断
の
見
直
し

と
、
そ
れ
に
対
応
し
た
教
科
書
の

自
民
党
の
複
数
の
部
会
お
よ
び
特

命
チ
ー
ム
の
提
言
を
ま
と
め
た
も

の
。
こ
の
う
ち
高
等
学
校
の
充
実

に
関
す
る
特
命
チ
ー
ム
の
提
言
で

は
、
高
校
の
普
通
科
が
、
大
学
入

画
配
信
等
を
用
い
て
自
主
的
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
方
法
等
を

学
べ
る
よ
う
支
援
を
提
言
。
技
術

や
情
報
の
免
許
状
所
有
者
の
採
用

試
等
に
困
ら
な
い
指
導
を
し
よ
う

と
す
る
あ
ま
り
、
生
徒
の
能
力
や

個
性
に
十
分
対
応
で
き
て
い
な
い

と
指
摘
。
普
通
科
の
在
り
方
を
見

直
し
、
新
た
な
枠
組
み
と
し
て
サ

学
術
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
Ｓ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
Ｔ
」
を
希
望
す
る
全
て
の
初

等
中
等
教
育
機
関
が
利
用
で
き
る

よ
う
、
地
方
公
共
団
体
や
学
校
等

イ
エ
ン
ス
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
科
、

グ
ロ
ー
バ
ル
科
、
探
究
科
な
ど
の

創
設
を
提
言
し
て
い
る
。
ま
た
工

業
高
校
と
工
業
系
大
学
等
の
五
～

七
年
一
貫
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開

発
・
実
施
や
、
高
校
専
攻
科
が
実

践
的
職
業
資
格
の
取
得
に
資
す
る

教
育
を
行
っ
て
い
る
実
態
も
踏
ま

の
提
示
な
ど
を

提
言
し
て
い
る

ほ
か
、
社
会
の

バ
ル
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
、
サ
イ

エ
ン
ス
分
野
の

　

柴
山
昌
彦
・
文
部
科
学
大
臣
は

四
月
十
七
日
、
中
央
教
育
審
議
会

に
対
し
て
、「
新
し
い
時
代
の
初

等
中
等
教
育
の
在
り
方
」
を
諮
問

し
た
。
諮
問
内
容
の
柱
は
、
①
新

　

政
府
の
教
育
再
生
実
行
会
議
は

五
月
十
七
日
、「
技
術
の
進
展
に

応
じ
た
教
育
の
革
新
、
新
時
代
に

対
応
し
た
高
等
学
校
改
革
に
つ
い

て
」
と
題
す
る
第
十
一
次
提
言
を

ま
と
め
た
。
提
言
は
、
①
技
術
の

進
展
に
応
じ
た
教
育
の
革
新
と
②

新
時
代
に
対
応
し
た
高
等
学
校
改

革
の
二
本
柱
。

　

自
由
民
主
党
の
教
育
再
生
実
行

本
部
は
五
月
十
四
日
、
第
十
二
次

提
言
を
ま
と
め
た
。こ
の
提
言
は
、

新
し
い
時
代
の
初
等
中
等
教
育　

諮
問

の
在
り
方

高
校
普
通
科
、定
・
通
教
育
を
見
直
し

工
業
高
校
と
工
業
系
大
学
等
一
貫
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

開
発
・
実
施
を

中
央
教
育
審
議
会

教
育
再
生
実
行
会
議

自
民
党
教
育
再
生
実
行
本
部
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習
は
、
昨
年
度
ま
で
２
コ
ー
ス
設

け
て
い
た
選
択
必
修
科
目
を
１

コ
ー
ス
に
絞
り
、
講
師
陣
を
一
新

し
て
開
催
す
る
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
私
立
学
校
初

任
者
研
修
等
運
営
委
員
会
が
、
東

日
本
（
須
藤
勉
委
員
長
）
は
５
月

17
日
、
日
私
教
研
に
お
い
て
、
西

日
本
（
西
山
啓
一
委
員
長
）
は
５

月
18
日
、
京
都
私
学
会
館
に
お
い

て
開
催
さ
れ
、
今
年
度
の
事
業
の

実
施
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　

６
月
６
・
７
日
、「
新
た
な
時

代
に
立
ち
向
か
う
私
立
学
校
～
持

続
的
発
展
を
目
指
す
経
営
と
教
育

～
」
を
研
究
の
ね
ら
い
に
、
大
阪

府
大
阪
市
・
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル
大
阪
に
お
い
て
開
催
し
、
28

都
道
府
県
か
ら
私
立
中
学
高
等
学

校
の
理
事
長
・
校
長
ら
管
理
職 

１
２
２
名
が
参
加
し
た
。初
日
は
、

吉
田
晋
・
中
高
連
会
長
／
日
私
教

研
理
事
長
に
よ
る
講
演
、
浅
田
美

明
・（
株
）
五
感
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
代
表
取
締
役
社
長
の
基
調
講

演
、
大
阪
府
教
育
庁
私
学
課
及
び

日
私
教
研
の
報
告
、
企
業
人
、
私

学
人
を
交
え
た
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
後
、
教
育
懇
談
会

を
行
っ
た
。

　

２
日
目
は
、意
見
交
換
会
の
後
、

　

一
般
財
団
法
人
日
本
私
学
教
育

研
究
所
は
５
月
14
日
、
東
京
・
ア

ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷（
私
学
会
館
）

に
お
い
て
第
15
回
理
事
会
を
開
催

し
た
。
同
会
議
で
は
、
平
成
30
年

度
事
業
報
告
案
、
同
決
算
報
告
案

に
つ
い
て
審
議
し
原
案
通
り
承
認

さ
れ
た
。

　

ま
た
６
月
４
日
、
同
所
に
お
い

て
第
８
回
評
議
員
会
を
開
催
し

た
。
同
会
議
で
は
、
第
15
回
理
事

会
で
の
承
認
事
項
（
平
成
30
年
度

事
業
報
告
、
同
決
算
報
告
）
が
報

告
さ
れ
る
と
と
も
に
、
平
成
30
年

度
の
貸
借
対
照
表
及
び
正
味
財
産

増
減
計
算
書
並
び
に
規
程
の
改
正

に
つ
い
て
審
議
し
原
案
通
り
承
認

さ
れ
た
。

　

５
月
13
日
、
日
私
教
研
に
お
い

て
第
20
回
私
立
学
校
初
任
者
研
修

等
事
業
検
討
委
員
会
（
平
方
邦
行

委
員
長
）
を
開
催
し
、
今
年
度
の

３
事
業
（
初
任
研
・
中
堅
研
・
教

員
免
許
状
更
新
講
習
）
の
基
本
方

針
と
運
営
方
法
に
つ
い
て
協
議
・

決
定
し
た
。
教
員
免
許
状
更
新
講

私
学
経
営
研
修
会

第

15

回

理

事

会

第
８
回
評
議
員
会

日
私
教
研
だ
よ
り

高
槻
中
学
校
・
高
槻
高
等
学
校
、

近
畿
大
学
附
属
高
等
学
校
・
中
学

校
を
視
察
し
た
。
関
係
者
の
尽
力

に
よ
り
非
常
に
充
実
し
た
研
修
会

と
な
っ
た
。

　

来
年
度
は
福
岡
県
福
岡
市
に
お

い
て
６
月
４
・
５
日
に
開
催
予
定
。

　

５
月
31
日
・
６
月
１
日
、
神
奈

川
県
横
浜
市
・
聖
光
学
院
中
学
高

等
学
校
／
崎
陽
軒
本
店
会
議
室
に

お
い
て
開
催
さ
れ
、
76
名
の
英
語

科
教
員
等
が
参
加
し
た
。
初
日
は

聖
光
学
院
中
学
高
等
学
校
の
授
業

視
察
や
同
校
教
諭
の
実
践
発
表
の

後
、
研
究
協
議
に
て
英
語
教
育
に

つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

　

２
日
目
は
崎
陽
軒
本
店
会
議
室

に
会
場
を
移
し
、
斎
藤
兆
史
・
東

京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
教

授
に
よ
る
講
演
「
さ
ま
ざ
ま
な
英

語
教
授
法
と
そ
の
使
い
方
」
を

行
っ
た
。
そ
の
後
「
英
語
教
育
推

進
リ
ー
ダ
ー
中
央
研
修
」
受
講
者

に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
模
擬

授
業
・
実
践
発
表
を
実
施
し
、
成

功
裡
に
閉
会
し
た
。

　

６
月
３
日
～
５
日
の
３
日
間
、

千
葉
県
千
葉
市
・
ホ
テ
ル
グ
リ
ー

ン
タ
ワ
ー
幕
張
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、
86
名
が
参
加
し
た
。
研
修
会

は
、
福
中
儀
明
・
公
益
財
団
法
人

千
葉
県
私
学
振
興
財
団
理
事
長
の

講
演
「
私
学
教
員
の
心
得
」
に
始

ま
り
、
学
習
指
導
・
学
級
経
営
・

進
路
指
導
に
つ
い
て
の
指
導
員
に

よ
る
講
義
、
外
部
講
師
を
迎
え
て

の
生
徒
指
導
に
関
す
る
講
義
や
社

会
人
の
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

講
座
、「
自
分
達
で
考
え
る
学
校

作
り
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
グ
ル
ー

プ
討
議
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
た
。

○
私
立
学
校
専
門
研
修
会
・

　
　
　

法
人
管
理
事
務
運
営
部
会

　

８
月
７
日
、東
京
都
千
代
田
区
・

主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
で
開
催
す

る
。
テ
ー
マ
は
「
こ
れ
か
ら
の
私

学
の
働
き
方
改
革
～
学
校
と
企
業

の
視
点
か
ら
新
し
い
ワ
ー
ク
ス
タ

イ
ル
を
考
え
る
～
」。
７
月
24
日

申
込
受
付
締
切
。

○
私
立
学
校
専
門
研
修
会
・

　
　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
教
育

   

（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

研
究
部
会

　

11
月
８
日
、
兵
庫
県
神
戸
市
・

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

神
戸
に
お
い
て
開
催
す
る
。
基
調

講
演
で
は
、
鶴
田
宏
樹
・
神
戸
大

学
学
術
・
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

創
造
本
部
／
大
学
院
工
学
研
究
科

道
場
「
未
来
社
会
創
造
研
究
会
」

准
教
授
、
祗
園
景
子
・
神
戸
大
学

大
学
院
工
学
研
究
科
道
場
「
未
来

社
会
創
造
研
究
会
」
特
命
助
教
を

講
師
に
迎
え
る
。
本
間
達
朗
・
工

学
院
大
学
附
属
中
学
高
等
学
校
情

報
科
講
師
／W

iley-JAPAN

　

Knewton

日
本
担
当
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
に
よ
る
、
教
育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
に
つ
い
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
意
見
交
換
会
を
行
う
。
７
月

上
旬
募
集
開
始
。

○
私
立
学
校
専
門
研
修
会
・

　
　

次
世
代
リ
ー
ダ
ー
育
成
部
会

　

11
月
29
日
、
長
崎
県
長
崎
市
・

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
長
崎
に
お
い
て

「
日
本
の
教
育
を
牽
引
す
る
私
学

の
チ
カ
ラ
～
更
な
る
進
化
の
道
を

模
索
す
る
～
」
を
研
究
の
ね
ら
い

に
開
催
す
る
。
菅
沼
宏
比
古
・
学

校
法
人
西
海
学
園
理
事
長
に
よ
る

講
演
、創
成
館
高
等
学
校
の
視
察
、

奥
田
修
史
・
学
校
法
人
奥
田
学
園

理
事
長
／
創
成
館
高
等
学
校
校
長

の
講
演
を
実
施
す
る
。
７
月
上
旬

募
集
開
始
。

○
全
国
私
学
教
育
研
究
集
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

栃
木
大
会

　

10
月
17
・
18
日
、
栃
木
県
宇
都

宮
市
・
ホ
テ
ル
東
日
本
宇
都
宮
に

お
い
て
開
催
す
る
。
研
究
の
ね
ら

い
は
「
人
間
力
（
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
）
を
高
め
る
私
学
教
育
」。

９
月
27
日
申
込
受
付
締
切
。

○
中
堅
教
員
研
修
会

　

東
日
本
会
場
は
７
月
23
・
24
日
、

主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
に
お
い

て
、
西
日
本
会
場
は
７
月
26
・
27

日
、
京
都
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
お

い
て
開
催
す
る
。
７
月
12
日
申
込

受
付
締
切
。

○
教
員
免
許
状
更
新
講
習

　

必
修
領
域
「
私
立
学
校
教
員
の

た
め
の
教
育
の
最
新
事
情
」・
選

択
必
修
領
域
「
私
立
学
校
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を

東
日
本
会
場
・
西
日
本
会
場
に
お

い
て
左
記
の
通
り
開
催
す
る
。
夏

季
は
７
月
５
日
、
冬
季
は
11
月
15

日
申
込
受
付
締
切
。

第
20
回
初
任
者
研
修
等
事
業

�

検
討
委
員
会

私
立
学
校
特
別
研
修
会

英
語
教
育
改
革
特
別
部
会

�

【
東
日
本
エ
リ
ア
】

私
立
学
校
初
任
者
研
修
地
区
研
修
会

�

【
関
東
地
区
千
葉
県
研
修
会
】

２
０
１
９
年
度
研
修
会
の
ご
案
内

※ 

各
研
修
会
・
講
習
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
随
時
日
私
教
研

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ

る
実
施
案
内
等
を
ご
覧
い
た

だ
き
た
い
。

必修 選択必修

夏
季

東日本会場 ７月21日 ７月20日
西日本会場 ７月29日 ７月28日

冬
季

東日本会場 12月26日 12月25日
西日本会場 １月６日 １月５日

※ 東日本はアルカディ
ア市ヶ谷、西日本は京
都ガーデンパレス




